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【事例付き】
「2025年の崖」は越えられたか︖
本気でレガシー脱却するための
ERP刷新の進め方
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1．2025年の崖問題について



2025年の崖 4

2025年の崖とは？

2025年の崖問題への対策を打たないとどうなるか？ 
① 爆発的に増加するデータを活用しきれず、デジタル競争の敗者に
② 多くの技術的負債を抱え、業務基盤そのものの維持・継承が困難に
③ サイバーセキュリティや事故・災害によるシステムトラブルや

データ滅失・流出等のリスクの高まり

ITシステムが老朽化し、レガシーシステムとなりDX推進

の妨げとなる。DXの実現が遅れることで、世界の市場で

起きるデジタル競争に負ける状況が生まれる。結果、2025年以

降2030年までに最大12兆円/年の経済損失が生じる可

能性がある。

(2018年 経済産業省 DXレポートより抜粋)



2018年当時、どれくらいの企業がレガシーシステムを抱えていたのか？

5
(2018年 経済産業省 DXレポートより抜粋)

2025年の崖



現在のレガシーシステムの対応状況 6

(出典)一般社団法人日本情報システム・ユーザー協会「企業IT動向調査報告書 2023」より

管理業務系システム
(経理・財務管理システムなど)

一部レガシー 半分レガシー ほどんどレガシー 合計

2021年度 24.9% 10.5% 15.9% 51.3%
2022年度 23.9% 10.3% 13.1％ 47.3%

基幹システム
(取引システムなど)

一部レガシー 半分レガシー ほどんどレガシー 合計

2021年度 22.7% 13.9% 26.8% 63.4%
2022年度 22.8% 14.4% 25.3％ 62.5%



阻害要因は？ 7

レガシーシステムを脱却する阻害要因の一番の原因は「複雑化したシステム」

(出典)一般社団法人日本情報システム・ユーザー協会「企業IT動向調査報告書 2023」より
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2．作れるERPとは



様々な要因が考えられるが、よく聞く２つのケース

なぜ、複雑化したレガシーシステムから脱却できないのか 9

技術面
知識不足 業務面

理解不足

システム
肥大化 システム

複雑化

ブラック
ボックス化

①現行システムをわかる人がいない

②刷新を検討したが断念した

現行機能の
踏襲 Fit to

Standard
信者

業務プロセ
ス未検討 自社の強み

欠落

業務標準
化未実施



進め方のポイントと注意点

では、どう進めれば良いのか 10

①業務プロセスの
見直し

②業務標準化の
実施

Ｉ
Ｔ
面

業
務
面

①現状システムの
分析と調査

②アーキテクチャの
設計・検討

③マイグレーションの
検討

③プロセスマイニングツール利用・
簡易FIT&GAP作業の検討

④RFP作成＆
提案依頼

ポイント① 業務仕分け（無くす・合わせる・強化する）

ポイント② システム仕分け（サービス・パッケージ・スクラッチ）



作れるERP

作れるERPとは 11
標準機能を最大限に活用しつつ、足りない機能は容易に追加開発できるERP

標準 追加開発

＋

ERPパッケージ スクラッチ開発

標準 開発

標準機能と開発機能を
切り分けて管理

パッケージと開発の
いいところ取りを実現

標準化/法令対応
コスト小/早期導入

企業の強み
独自要件に対応



脱レガシーの最適解は「作れるERP」 12
脱レガシーを実現するためには「システム」と「業務」のバランスを取ること
そして使い続けられるシステムであることが重要

作れるERP
システムと業務の
バランスがとれている

ERPパッケージ
システムに比重が傾き、
業務に不都合が出る

スクラッチ開発
業務に比重が傾き、
システム負荷が高くなる
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3. 事例



3. 事例 - 概要 14
ERPパッケージ導入で業務プロセスを標準化、事業の強みは「作る」ことでホストモダナイを実現

設備・建材商社 様

 DX推進のため基幹システム基盤を再構築
競争力強化のため、案件管理機能・データ分析機能を強化
分散されたシステムを機能統合・重複整理し共通化

業種  ：設備・建材商社
売上  ：約1,300億円
社員数 ：約2,000名
販売網 ：全国展開

お客様課題

• 既存事業から成長市場へリソースシフトさせ、持続的成長を実現
• 成長市場を伸ばしていくための競争力観点で バリューチェーンを強化
• 複雑化・老朽化したシステム刷新とDX推進

• 脱ホスト、クラウド化・パッケージ化によるコスト削減
• パッケージ化による拡張性、最新技術への追随性の確保
• 機能強化による内勤人員の工数削減、成長市場事業へのリソースシフト
• 機能統合・重複整理による一気通貫な共通システム化

◆事例の概要

◆お客様概要
債権管理

案件管理

販売管理
業
務

基
盤

連
携

購買管理

見積

在庫管理

単価算出

案件管理

返品管理

案件請求回収

仕入先 工事管理 WMS 会計システム BI

アドオン開発

直送オプション

システム導入の目的

作れる



3. 事例 - 必要機能の整理 15
現行機能見直しによってスリム化し、他社差別化機能（事業の強み）はアドオン開発

Before After

基幹システム（ホスト） ERPパッケージ

651機能

画面・帳票等
必要

370

スリム化候補

121

スリム化
不要

1６0

691機能

画面・帳票等
必要

455

差別化

２３６

アドオン
作れる

（要件定義後）



3. 事例 - テンプレート化構想 16

分類 案件 受発注 入出庫 在庫 物流 請求回収 販売実績 マスタ

周
辺
機
能

外
部
連
携
機
能

根
幹
機
能
（
標
準
機
能
と
同
期
処
理
が
必
要
）

他
社
差
別
化
機
能

パ
ッ
ケ
ー
ジ
標
準
機
能

システムb

システムc

リアル連携(受注)

EDI連携(実績データ)

リアル連携(発注) EDI連携(会計)

リアル連携(販売実績)

EDI連携(マスタ)リアル連携(自動入庫) リアル連携(在庫)

リアル連携(実績・WMS)

EDI連携(マスタ・WMS)

リアル連携(販売実績)

EDI連携(販売実績)

受発注登録

相手先・与信チェック

品番チェック

数量チェック

引当・納期回答

適正在庫管理

在庫補充処理

入出庫登録

自動入庫登録

入庫即売上

在庫管理

拠点別在庫管理

積送在庫管理

請求処理

請求合算管理

請求残高管理

請求書作成、発行

得意先マスタ

仕入先マスタ

課員名称マスタ

分納管理

在問

出荷キャンセル

メーカー納期反映

納問 品問 価問

揃え出荷指示

未成在庫管理

単価算出

セット品展開

案件在庫

箱入数 数量チェック

管理番号単位 在庫管理

価格基準マスタ

件名マスタ

発注管理マスタ

定番価格マスタ

売上見込照会

伝発処理

相手先・与信チェック

出荷データ／伝票作成

回収管理

回収残高管理

入金登録

配送管理

配送ルート別出荷リスト

ピッキングリスト

売上照会

売上明細照会

売上日報

管理番号単位 未納引当

案件管理

案件別納期・件名

案件入出庫一覧（物販）

案件入出庫一覧（工事）

案件請求回収

案件別請求書

案件別入金登録

案件別回収管理

セット品単価調整

確保・枝番在庫

自動伝票発行

完工売上（案件単位）

未成工事（案件単位）

システムa
請求連携ロジ連携

銀行連携

速報連携

販売実績

経営管理S連携(マスタ)

修理管理S連携 (マスタ)

リアル連携(受注未納)

EDI連携(実績データ)

「パッケージ標準機能」・「他社差別化機能」・「外部連携機能」 の3層構造でテンプレート化を構想

作れる
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4．Biz∫とASTERIA Warpのご紹介



18



Biz∫とは 19

作れる①：開発基盤上で、各アプリケーションと連携可能なオリジナルアプリをノーコードで作成可能
作れる②：公開されたDBとデータ連携ツールにより、周辺システムとの様々なデータ連携を作成可能
作れる③：利用者にあったポータル画面（タスク、表・グラフ、簡易レポーティング）が作成可能

豊富な標準機能と開発基盤を兼ね備えた、「作れるERP」

オリジナル
業務系
アプリ

オリジナル
情報系
アプリ

APF
共通マスタ
統合DB

人事給与 MDM

ASTERIA
ポータル ワークフロー データ集計ツール

API リッチUI 開発ツール

フロント

他ERPにない強み
スクラッチ開発環境

BI

帳票

会計 販売



本格リリースから14年で採用社数が1,900社超（2025年4月末時点）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

年度

社数

採用実績（累積）



製品の特長 〜ユーザ中心型ERP〜 ポータル画面の業務アプリケーションのシームレス
連携

21
• ユーザ毎に必要なタスク・情報をポータル画面に表示。迅速な意思決定や業務効率化へ寄与

【簡易レポーティング】
業務に必要な情報を必要な人に 『見せる』
購買担当者に「納期遅延の一覧」
営業担当者に「当月の売上一覧」 など

経理担当

【表・グラフ】
分かりやすくタイムリーに『見せる』
番組別の当月予実比較
組織別売上高の推移など

ログイン画面 ポータル画面 業務画面

■仕訳登録画面

■ワークフロー承認画面

責任者

【ワークフローデータ一覧】
自身の未承認案件を 『見せる』
出張旅費申請 
備品購入申請など



製品の特長 〜機能開発の容易性〜 22

• 開発基盤であるintra-mart およびBiz∫APFでは、多彩な開発ツールを具備しています。
• 業務パッケージの標準機能を活用しつつ、開発基盤層で標準化された共通部品や共通マスタを効率的に活用することで、
独自要件にそったアプリケーションを構築にも柔軟に対応します。

• 開発基盤上でBiz∫シリーズとの親和性が高い独自アプリを構築可能

拡張システムA

拡張システムB

拡張システムC

拡張システムD

旅費精算

振替伝票

稟議申請

社員立替

請求書払

小口現金

販売

購買

見積
債権

債務

財務会計

原価計算

資産管理

管理会計

在庫

ワ
ー
クフ
ロー

ワ
ー
クフ
ロー

グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア

文
書
管
理

ワークフロー ポータル ViewCreator BPM
共通マスタ ルールエンジン RPA ソーシャル

Webリッチクライアント 帳票開発 バッチ連携 非同期タスク
画面開発 マルチテナント 共通マスタ 多言語・多通貨

Point
共通基盤上で保持する
様々な開発機構

Point
パッケージ標準に影響のない
開発手法で独自業務にも対応

Point
ビジネスモデル変化時に必要となる
システムを共通基盤上に拡張開発

APF
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データ連携ツール ASTERIA Warpのご紹介 24

56.9%
A： 29.0%

B： 6.1%
C： 1.3%

その他： 6.7%

2024年 EAI／ESB市場シェア

市場占有率は、2位の製品シェアの

約2倍

18年連続 シェア No.1

導入社数

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24� �

11,000社超
2025年3月末現在

テクノ・システム・リサーチ「2024年ソフトウェアマーケティング総覧 EAI/ESB 市場編」

? QRCPG?
U _pn



アイコンを並べて設定するノーコードツール 25



より簡単につなぐための100種類以上のアダプター 26

SNS
AI/RPA/OCR

マーケティング

オフィス / グループウェア
 Microsoft Excel
 Microsoft SharePoint
 Google コンタクト
 Garoon
 Canbus.

 Microsoft Active Directory
 kintone
 Google カレンダー
 D3Worker
 Business b-ridge

 Microsoft  365
 IBM Notes/Domino
 Google スプレッドシート
 POWER EGG

BI Tableau  Dr.Sum EA

 Google 広告
 uSonar
 名刺de商売繁盛

 Marketo Engage
 Data-Master

 Google Analytics
 Oracle Eloqua
 Sansan

EDI

SFA / CRM

会計 / 人事 / 労務

BPM / ワークフロー

ERP

※オプションを含む

 Oracle

 Microsoft SQL Server

 Microsoft Azure SQL Database  Microsoft Azure Cosmos DB

 MySQL

 IBM Db2  FileMaker  MariaDB

 PostgreSQL

 Amazon RDS  Amazon DynamoDB  Amazon Athena

 MongoDB Google Cloud SQL

 FUJITSU Software Enterprise Postgres

 Amazon Redshift  Google BigQuery

 Microsoft Azure

 アマゾン ウェブ サービス（AWS）

 Google Cloud Platform

 さくらのクラウド

 Oracle Cloud Platform

ファイルフォーマット

 CSV
 ZIP
 HTML
 テキスト

 XML
 GZIP
 MIME(S/MIME)
 バイナリ

 PDF
 TAR

 JSON
 固定長

ネットワーク

 SOAP
 HTTP/HTTPS

 POP3/POP3S
 SMTP/SMTPS

 REST
 FTP/SFTP

 IMAP/IMAPS
 LDAP

クラウドストレージ

データベース

DWH/ビッグデータ

クラウド （IaaS）

 Google Cloud Storage

 Google ドライブ

 Amazon Simple Storage Service（Amazon S3）

 Microsoft OneDrive  Box  Facebook
 Twitter

 Slack
 LINE@

 Amazon Rekognition  Azure Cognitive Services

 Google Cloud Vision  BizRobo!

 活文 Intelligent Data Extractor

 SAP ERP
 Microsoft Dynamics NAV(365)
 Microsoft Dynamics AX(365)
 RobotERP ツバイソ

 NetSuite

 ServAir

 Microsoft Dynamics CRM(365)
 Salesforce  クライゼル

 BIZ PLATFORM
 EXPLANNER/FL

 intra-mart
 ServiceNow

 請求管理ロボ  マネーフォワード クラウド経費
 PCAクラウド  奉行V ERP  SmartHR

 JFT/SaaS
 EXtelligence EDIFAS

 Biware

 Platio
 Handbook

 SAP HANA



ご視聴ありがとうございました
アンケートへのご協力を
お願いいたします

このあ と
表示され ます
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